








































こどもたちの好奇心と

探求心を刺激し、創造性を育む

プラットフォームです。

だれもが社会貢献に取り組み、

交流できる協働と参画の

プラットフォームです。























いつ訪れても創造的な学びにつながる体験ができる

「常設プログラム」のほか､ゴール（小さな発表の場）

に向かって学びを深める短期的（1日完結）・中長期的

（月1回、3か月開催）なプログラムを実施します。

ゴールの例：カフェ、ショップ、映画館、ミニ遊園地、など



スクールプログラムの第一弾は神戸を拠点に活動する、

アートユニット「マキコムズ」とKIITO:300のオープ

ニングを盛り上げるための立体看板づくりを開催しま

した。こどもたちが、釘打ちやペンキ塗りなどを体験

しながら、看板をつくり発表会を企画します。

ワクワクドキドキ楽しいことにマキコと

マキが巻き込んじゃうワークショップユ

ニット、マキコムズ！KIITOでは「KIITO

マルシェ2018」の会場デザインを担当す

る等、多数連携。

子どもたちの創造力で、住みたい！暮らしたい！を叶える夢の家をつく

る「ユメイエ。」ワークショップを11月より全3回で開催します。ユメ

イエはKIITO:300キャンプでの実施だけでなく、神戸市内の小学校での

実施も予定しています。オープニング月間では、そんな「ユメイエ。」

の魅力を建築分野、教育分野といったさまざまな視点から探るトークイ

ベントを開催します。

国内外を問わず建築物の設計、監理を

中心に、空間に関わるデザイン、設計

を行う建築家。KIITOでは「ちびっこ

うべ」建築家チームのクリエイターと

しておなじみ。



自社製品の企画制作、海外製ゲーム

の国内向けローカライズ、全国小売

店への卸流通、書籍出版、イベント

運営、講座/研修など、ボードゲーム

に関するあらゆる事業を包括的に行

なう、「ボードゲームの総合企業」

です。

今話題のものからこんなのあったんだ！というものまで

45種類のボードゲームが300 キャンプに集結！考えるプ

ロセスが楽しみながら自然と身につき、物事を多角的な

視点で見つめることができる目を養います。

KIITO:300キャンプでは、これまでよりもさらに多くの

団体と連携しながら新たなプログラム開発を行います。

第1弾として、スポーツメーカー「株式会社アシック

ス」と「シューズデザイナーになってチームで「速く走

れる靴」を開発しよう！」を開催中。足の観察やランニ

ングフォームの研究などアシックスの専門家から学びな

がら、チームでオリジナルのシューズをデザインします。



第2弾は直感的にプログラム体験ができる教育ツール

「VIVIWARE Cell」の開発・運用などを行う、VIVITAJAPAN株

式会社の穴山信一さんおよびVIVIWARE株式会社のエンジニア

チームを招きオープニング月間中に一緒に企画を進めたワーク

ショップやトークイベントを開催します。また、年明けには子ど

もたちと、プログラミングを用いた「おばけ屋敷づくり」ワーク

ショップなども企画中です。

これまで「KIITOサポーター」として多くの催事をサポートい

ただいてきたサポーターの中に新しく「キャンパー」が誕生し

ます。キャンプで開催するイベントを支えるメンバーを大募

集！こどもたちの学びを全力でサポートし、創造教育の人材育

成にもつながる新しい活動にご注目ください。



社会課題解決分野
における
大学生や大学
との連携

神戸
ソーシャル
ブリッジ

協働と参画
のプラット
ホーム

神戸
ソーシャル
キャンパス

地域課題解決分野
における
地域団体やNPO法人
に対する支援

社会課題解決分野
における
社会人や企業
との連携

風の人育成

(一部水の人へ移行)

水の人支援

(風の人育成も兼ねる)



❶神戸市内、関西圏の大学で新たに設置が進む

「社会課題解決型人材育成機関」との連携

❷神戸市内の大学生(社会人も)を対象とした社会課題解決手

法を学ぶ「1dayワークショップ」開催

（就活・地域対策活動編）

❸神戸市内の高校で実施されている社会課題・地域課題

解決をテーマとした総合学習プログラムの支援を展開

❹学生が調査・企画・運営に携わり、SDGsをテーマとし

た、新たな地域共創イベントの開催、社会課題解決手法

を学び、ネットワークを構築する場を提供

❺既存事業と連携した学生プロジェクト支援



❶シニア層をターゲットにした地域貢献プロジェクト

❷神戸市職員副業マッチング企画・トライアル

❸地域まちづくり大学のプログラム展開

❹企業連携：CSR・CSVを中心とした社会・地域貢献事業連携

❺既存事業と連携したプロボノ事業

❶社会貢献活動に関わる団体・個人・市職員を対象とした

セミナーや研修、ワークショップなどの定期的な実施

❷地域共創イベントのメインテーマ「SDGs」の各ジャン

ルの関連する専門家や団体を招いた講演会や勉強会の実施

※各ジャンルごとにゆるやかなコミュニティを醸成

❸これまでに紹介した様々なプロジェクト×新たなプラッ

トフォームによって生み出される交流、化学反応



連携｜神戸大学V.School、神戸大学工学研究科減災デザインセンター

課題｜神戸の都心部とウォーターフロントを結ぶフラワーロードは、今後

の神戸を担う重要なエリア。神戸の中心地であるこのフラワーロード周辺

には、駅や百貨店、市役所、企業、各種団体など、多様なステークホルダ

ーが集積し、それぞれが未来に向け様々なビジョンを掲げています。この

フラワーロード周辺を対象エリアとし、エリア内のステークホルダーたち

が、それぞれの立場から共通の目標(SDGs)に向けて市民が参画できる場を

継続的に創出するための長期的なビジョンの提示を行い、神戸のまちがも

っと元気になる活動やイベントのアクションプランを考える。

連携｜大阪大学SSI+超域イノベーション博士課程プログラム

課題｜SDGsの理念とそこに含まれる課題を深く理解した上で、持続可能

な将来社会のために必要な地域の取り組みを創出する参加型イベントの提

案を行う。舞台となるのは、神戸の玄関口である三宮から神戸税関のある

ウォーターフロントエリアまで伸びるフラワーロード。この課題に取り組

むチームには、2～3年以内に実施可能な地域共創イベントの提案と共に、

フラワーロード周辺で関わりの深いステークホルダーが、それぞれの立場

から、共通の目標に向けて参画できる場を継続的に創出するための、長期

的なビジョンの提示が期待される。



開催日｜7/20火-9/28火:全10回

10/16土:デザインの日記念イベントで発表

会場｜KIITO

講師｜山崎吾郎（大阪大学COデザインセンター）

永田宏和（デザイン・クリエイティブセンター神戸）

日程｜10/2土13:00-17:00

講師｜永田宏和(KIITO センター長)

参加｜無料

申込｜KIITOウェブサイトから(申込受付中！)



神戸市・神戸市民の活動についての

相談業務の実施

相談員：しみん基金・ＫＯＢＥ

田村太郎(ダイバーシティ研究所代表理事)

永田宏和(KIITO センター長)

相談料：初回無料 ※要事前申込

担当団体：デザイン･クリエイティブセンター神戸

認定NPO法人しみん基金･KOBE


